
岡
山
支
部
太
極
拳
講
習
会
で

は
、
夏
恒
例
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

飲
み
会
を
7
月
22
日
に
駅
前
の

「
岡
山
キ
ッ
チ
ン
」
に
て
10
名
で

開
催
し
ま
し
た
。

場
所
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

随
分
前
か
ら
多
く
の
候
補
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先
生
と

宴
会
部
長
が
体
験
下
見
に
行
っ

た
り
、
副
宴
会
部
長
が
情
報
収

集
し
た
り
し
て
こ
こ
に
決
め
た

だ
け
あ
っ
て
大
変
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
で
し
た
。

世
界
の
飲
ん
だ
こ
と
の
な
い

ビ
ー
ル
や
美
味
し
い
つ
ま
み
、

値
段
も
手
頃
で
店
の
雰
囲
気
も

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。皆
ビ
ー

ル
や
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
、

日
頃
の
練
習
の
課
題
や
、
今
後

の
技
の
向
上
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
た
り
し
て
（
？
）
有
意

義
な
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時

間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
、
今
後
の

練
習
の
活
力
に
な
る
楽
し
い
時

間
で
し
た
。

（
牧
　
政
廣
）

8
月
2
日
（
日
）

13
時
30
分
か
ら
16

時
30
分
ま
で
、
岡

輝
公
民
館
に
お
い

て
、「
国
際
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡

山
」
が
呼
び
か
け

た
講
座
「
太
極
拳

と
は
ど
ん
な
演
舞

か
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
当
友

好
協
会
岡
山
支
部

の
小
川
涼
子
氏（
介

護
福
祉
士
）
を
講

師
に
迎
え
、
筆
者

を
含
む
計
8
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

筆
者
は
講
座
テ
キ

ス
ト
の
作
成
と
当

日
の
司
会
進
行
を

担
当
し
ま
し
た
。

講
座
は
ま
ず
、
太
極
拳
が

「
ゆ
っ
く
り
動
く
だ
け
」
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
整
形

外
科
的
ケ
ア
と
内
科
的
ケ
ア
を

同
時
に
行
え
る
数
少
な
い
全
身

運
動
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
に

沿
い
、
太
極
拳
が
中
国
三
大
内

家
拳
の
一
つ
で
あ
り
、
儒
教
・

道
教
の
「
太
極
」
や
陰
陽
哲
学

に
基
づ
く
こ
と
、
単
な
る
健
康

法
で
は
な
く
攻
防
一
体
の
総
合

拳
術
で
あ
る
こ
と
が
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
歴
史
パ
ー
ト
で
は
、

13
世
紀
の
張
ち
ょ
う
さ
ん
ぽ
う

三
丰
伝
説
、
河
南

省
陳
家
溝
で
の
陳
王
廷
に
よ
る

確
立
、
楊
露
禅
に
よ
る
北
京
で

の
普
及
を
経
て
、
一
九
五
六
年

に
国
家
体
育
運
動
委
員
会
が
楊

式
を
基
に
「
24
式
太
極
拳
（
簡

化
太
極
拳
）」を
制
定
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
二
〇
二
〇
年
に
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
、
現
在
で
は
百
五
十
以
上
の

国
と
地
域
で
十
数
億
人
が
学
ぶ

に
至
っ
た
経
緯
が
詳
細
に
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
式
・
楊

式
・
武
式
・
呉
式
・
孫
式
の
五

大
流
派
の
違
い
に
つ
い
て
も
触

れ
、
初
心
者
に
広
く
親
し
ま
れ

て
い
る
楊
式
の
な
め
ら
か
で
優

雅
な
特
徴
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

実
演
と
体
験
パ
ー
ト
で
は
、

小
川
氏
に
よ
る
実
際
の
演
舞
を

鑑
賞
し
た
後
、
参
加
者
全
員
で

基
本
動
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

予
備
式
で
心
身
を
整
え
、
起チ
ー
シ
ー勢

で
両
腕
を
上
げ
下
ろ
し
、
さ
ら

に
攬
ラ
ン
チ
ュ
エ
ウ
ェ
イ

雀
尾
（
雀
の
尾
を
掴
む
）、

単タ
ン
ビ
ェ
ン
鞭
、
白バ
イ
フ
ー
リ
ャ
ン
チ
ー

鶴
亮
翅
（
白
鶴
が
翼

を
広
げ
る
）、
雲ウ
ン
シ
ョ
ウ手と
い
っ
た
代

表
的
な
套と
う

路ろ

を
体
験
し
ま
し
た
。

動
作
は
「
緩
」（
ゆ
る
む
）、「
穏
」

（
安
定
）、「
均
」（
均
一
）、「
圓
」

（
円
弧
）
の
四
つ
を
基
本
と
し
、

呼
吸
と
動
き
を
連
動
さ
せ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

太
極
拳
の
演
舞
は
音
楽
の
拍
子

に
合
わ
せ
る
踊
り
と
は
異
な
り
、

内
側
か
ら
の
気
と
外
側
の
動
作

を
一
体
と
し
、
絶
え
間
な
く
流

れ
る
よ
う
に
動
く
「
相
連
不
断
」

の
精
神
が
重
要
な
こ
と
が
理
解

さ
れ
ま
し
た
。

講
座
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
武

器
を
使
っ
た
演
舞
で
す
。
小
川

氏
は
太
極
剣
に
よ
る
優
雅
な
演

美
味
い
ビ
ー
ル
で
楽
し
い
ひ
と
時

太極拳 とは
どんな演舞か
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舞
や
太
極
刀
に
よ
る
力
強
い
演

舞
に
加
え
、
太
極
扇
を
披
露
し

ま
し
た
。
参
加
者
全
員
が
扇
子

を
持
ち
、
開
閉
の
際
に
鋭
い
音

を
発
す
る
の
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
扇
子
に
は
鉄
の
扇
骨
の

も
の
も
あ
り
、
そ
れ
は
優
美
な

見
た
目
と
は
裏
腹
に
実
戦
性
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
、
参
加
者

一
同
か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

事
後
の
感
想
で
は
、
S
氏
か

ら
「
こ
の
講
座
形
式
で
の
参
加

は
初
め
て
で
良
か
っ
た
。
ミ
ニ

テ
キ
ス
ト
も
お
得
感
が
あ
る
」

と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
K
氏
か
ら
は
「
短
時
間

だ
っ
た
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

都
合
が
合
え
ば
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
の
嬉
し
い
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

本
講
座
を
通
じ
て
、
参
加
者

は
太
極
拳
が
単
な
る
健
康
体
操

で
は
な
く
、
深
遠
な
哲
学
的
基

盤
と
数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
世

界
的
な
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と

を
、
実
践
を
通
し
て
体
感
で
き

ま
し
た
。

今
後
も
太
極
拳
の
真
髄
を
多

く
の
方
々
に
伝
え
て
い
く
と
と

も
に
、
中
国
の
様
々
な
文
化
を

体
験
す
る
機
会
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
大
月
正
雄
）
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必ずお読み下さい！！必ずお読み下さい！！

会費・新聞購読料納金のお願い
岡山支部の会員・新聞読者 様

平素より日中友好協会をご支援いただき、ありがうございます。お
陰を持ちまして、岡山支部は 7 月 12 日に本年度の総会を無事終える
ことができました。

さて、昨今の物価高等で、何かと生活が厳しくなる中で誠に恐縮な
お願いですが、本年度前期の会費・新聞購読料が未納の方は、この機
会に納金していただきたくご連絡申し上げます。

会費・新聞購読料は、前期が 4 月から 9 月までの 6 ヶ月分、後期
が 10 月から翌年 3 月までの 6 ヶ月分の 2 期に渡って納金していただ
いています。

この度、未納分を集金させていただきますのは前期の 9 月までと
なります。（8 月末日までにご入金下さい　今年の前期分以前からの
未納がある方は、別途金額をご納金下さい）

■ 新聞を購読されている会員の方　6000 円の納金
　　（会費 500 円 / 月＋新聞購読料 500 円 / 月）× 6 月＝ 6000 円

■ 新聞のみをご購読されている方　3000 円の納金
　　　新聞購読料 500 円 / 月× 6 月＝ 3000 円

振込先：ゆうちょ銀行 01250-0-3835　日中友好協会岡山支部
※年度初めにお送りしている振込用紙をご利用下さい。振込用紙
が見当たらない方は、直接ご入金をお願いいたします。後者の場
合、振込手数料をご負担下さい。

ご自身のご入金状況が不明な場合は、以下までメールまたは電話で
お問い合わせ下さい。

会計担当：大月正雄　ed.net@dream.jp　090-3927-5411

連絡方法をお選び下さい
岡山支部の会員・新聞読者 様

平素より日中友好協会をご支援いただき、誠にありがうご
ざいます。

さて、この度、会員・新聞読者様との連絡を、ネットを活
用する方法でも取らせていただきたく、次の 3 つの方法をご
用意させていただきました。

連絡方法①　グループ LINE「日中友好ネットワーク岡山」推奨
LINE による連絡網です。双方向の連絡が最も取り易い

方法です。様々な日中友好に関する情報に接することがで
き、イベントなどの案内も分かりやすくご覧になることが
できます。最も推奨したい連絡方法です。
右上のQRコードからお入り下さい。

連絡方法②　メールアドレス
メールアドレスをご提供下さい。個別の連絡とメーリン

グリストによる連絡に使わせていただきます。

こちら（ed.net@dream.jp）までメールをご送信下さい。

連絡方法③　電話番号
固定電話の登録も可ですが、可能ならスマホ等の携帯電

話番号をご登録下さい。携帯電話番号の場合は、ショート
メッセージを利用させていただくこともあります。

こちら（090-3927-5411）まで、お電話かショートメッ
セージでご連絡下さい。

大変なご無理を申し上げますが、今後の円滑な会の運用に
ご協力いただきますよう、以上の 3 つの方法から、どれか一
つをお選び下さい。（8 月末日までにお願いいたします）

※ なお、まだ検討段階ですが、今年の 10 月から日中友好新
聞の電子化をめざしています。その利用には連絡方法①の
グループ LINE「日中友好ネットワーク岡山」への参加が必
須となります。電子化配信のお約束は今時点ではできませ
んが、新たな電子化のサービスが実現した際に、ご利用な
されたい場合は、連絡方法①をお選び下さい。

グループ LINE

「日中友好ネットワーク岡山」「日中友好ネットワーク岡山」

エラーが出て入れない場合は
090-3927-5411（大月）

までお問い合わせ下さい。


